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以下は広告スペースです。

広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。
また、大阪市が推奨するものではありません。

◆中央区の推計人口（令和7年7月1日現在）　人口119,072人 （前月比 ： +74人）　世帯数 79,086世帯 （前月比 ： +139世帯）
◆「広報ちゅうおう」は117,000部を発行し、8月号1部あたりの発行単価（配布費用含む）は約12.6円です（うち約2.1円を広告収入で賄っています）。

 講　師 　伊藤朋子さん　プロフィール 
認定NPO法⼈かながわ311ネットワーク代表理事、横浜市
マンション防災アドバイザー。
東⽇本⼤震災をきっかけに仲間とNPO法⼈を設⽴し、被災
地から学んだ経験を踏まえ防災啓発を続けてきた。

過去5年間に110以上（団体全体では200以上）のマンションで防災研修や
防災マニュアル作成サポートを実施。

 と　き 　９月７日（日）14：00～16：00
 ところ 　J:COM中央区民センター2階ホール
 対　象 　どなたでも
 定　員 　200名（当⽇13：30より先着順）

支援の輪を拡げよう！
　子どもの居場所活動や、イベント実施等に伴う経費（寄付金）や食糧、
教材などの支援を募っています。
　また、「新たに子どもの居場所をつくりたい」「こども食堂を手伝いたい」
などのご相談もお待ちしています。

 問合せ 　市民協働課（市民協働）5階51番 
☎06-6267-9734  FAX  06-6264-8283

Let’s
町会加入

楽しく住みよいまちへ

季節のお楽しみ行事も、
みなさんのチカラ（活動参加・町会費）

に支えられています

模擬店や住民同士の交流を楽しみ、
夏の思い出づくりの場に
なっています

町会をはじめとする
各地域団体が協力し、
楽しい行事の準備・運営
を行っています。

夏の風物詩

盆踊り大会

町会に加入しませんか？

　「学校が休みで給食がない」「親の仕事が不安定」など様々な事情で食べ
ることや勉強に励むことが難しい子どもたちがいます。「地域の子どもた
ちの笑顔をみんなで守り、育んでいきたい」そんな思いから、子どもたち
が安心して「遊び、食べ、学ぶ」ことのできる「子どもの居場所」が中央区
のさまざまな場所で展開されています。

令和7年度中央区防災講演会
ご存知ですか？

 問合せ 　中央区子どもの居場所連絡会事務局 
⼤阪市中央区社会福祉協議会　上本町西2-5-25 
☎06-6763-8139  FAX  06-6763-8151 
 E-mail  tiiki@eos.ocn.ne.jp

こども食堂
無料または低額で温か
い食事をみんなで楽し
みながら食べる場

学習支援
自分のペースで宿
題や自主学習がで
きる場の提供

フード
パントリー

寄付いただいた食糧
を必要な方に配付

居場所支援
子どもが安心して
過ごせる場の提供

学校でも家でもない「子どもの居場所」

来るべき「南海トラフ巨⼤地震」。マンションは災害時の建物被害が少な
く、多くの方が在宅避難になると想定されています。あなたは備えがで
きていますか？今回は首都圏でご活躍されている伊藤朋子さんを講師と
してお招きし、具体的なリスクや対策を学ぶ講演会を開催します。

「大地震!!「大地震!!
どうするマンション」どうするマンション」

 問合せ 　市民協働課（防災担当）　☎06-6267-9843  FAX  06-6264-8283

相談会
講演終了後、出前講座など、お住まいのマンションの特性をあわせた
防災活動の取組など、区役所職員による個別相談会を実施します。
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